










Trends in the usage of Japanese Adnominals 





























































































「短単位検索」を用いて、特殊形容詞の装定用法を検索した結果を表 1 に示す。 
 
表 1 「連用形＋の＋名詞」と「連体形＋名詞」の比較 
特殊形容詞 多い 少ない 遠い 近い 
連用形＋の＋名詞 15,6589 696 440 3,261 
連体形＋名詞 7,33210 3,793 1,869 6,219 
合計 22,990 4,489 2,309 9,480 
 
ここから、「連体形＋名詞」という装定用法に前置される部分を、「名詞＋助詞＋連体形＋
名詞」、「φ＋連体形＋名詞」、「その他」の三種類に分類した。分類の結果を表 2 に示す。 
 
表 2 「連体形＋名詞」の前置部分による分類 
特殊形容詞 多い 少ない 遠い 近い 
名詞＋助詞＋連体形＋名詞 5,906 2,301 201 3,899 
φ＋連体形＋名詞 508 636 1,410 962 
その他 918 856 258 1,358 
合計 7,332 3,793 1,869 6,219 
 
                                                     
6 検索方法に関して、「多い」を例として、検索条件式を以下に示す。「連用形＋の＋名詞」＝キー: 書字
形出現形="多く" AND 後方共起: 書字形出現形="の" ON 1 WORDS FROM キー AND 後方共起: 品詞 
LIKE "名詞%" ON 2 WORDS FROM キー WITH OPTIONS tglKugiri="|" AND tglBunKugiri="#" AND 
limitToSelfSentence="1" AND tglFixVariable="2" AND tglWords="20" AND unit="1" AND encoding="UTF-8" 
AND endOfLine="CR" 
7 検索方法に関して、「多い」を例として、検索条件式を以下に示す。「連体形＋名詞」＝キー: 書字形出
現形="多い" AND 後方共起: 品詞 LIKE "名詞%" ON 1 WORDS FROM キー WITH OPTIONS tglKugiri="|" 
AND tglBunKugiri="#" AND limitToSelfSentence="1" AND tglFixVariable="2" AND tglWords="20" AND unit="1" 
















は 15,658 例で、「多い＋名詞」という装定形式が 7,332 例であることから、「多く＋の＋名
詞」の方が常用される装定形式であると考えられる。それに対し、「少ない」の場合は、「少
















と「その他」の五種類に分類し、それぞれの出現頻度を集計した。その結果を表 3 に示す。 
 
表 3	 「連体形＋名詞」の前置部分の助詞の分類 
特殊形容詞 多い 少ない 遠い 近い 
で 24 9 2 3 
が 2,978 1,059 25 128 
の 2,199 1,002 38 65 
に 238 12 11 3,569 
その他 467 219 125 134 
合計 5,906 2,301 201 3,899 
 
表 3 から分かるように、「多い」と「少ない」では、助詞「が」と「の」を含む例がもっ
とも多く、それぞれ合計で 5,177 例と 2,061 例であり、全体の 8 割以上を占める。それに対






























（4） *庭に多い人が居る。	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	  仁田（1977：61） 














（6） 子宮内膜症は 30 代に多い病気です。（『DOMANI』） 




























































ション支援システムの設計・実装・運用」『自然言語処理』21:2, pp.301-332.  
木下りか (2004).「形容詞の装定用法をめぐる一考察：「多い」「遠い」の場合」大手前大学
人文科学部論集 5 号, pp.25-35. 
工藤真由美 (2007).『日本語形容詞の文法-標準語研究を越えて』ひつじ書房． 
佐久間鼎 (1958).「修飾の機能」『日本文法講座 5	 表現文法』明治書院. 
寺村秀夫 (1991).『日本語のシンタクスと意味 III』くろしお出版. 
中川正之 (2009).「中国語から見た日本語の文法記述―とくに「多い・すくない、遠い・近
い」をめぐって」『言語』38:1, pp.56-63. 





パス）―（コーパスの構築と応用）」『国文学: 解釈と鑑賞』74:1, pp.15-25. 




山田忠雄・柴田武・酒井憲二他 (2017).『新明解国語辞典』第７版 三省堂. 
劉洪蕾 (2010).「日本語における形容詞の連体修飾について」『日语教育与日本学研究』00, 
pp.350-353. 




コーパス検索アプリケーション『中納言』   https://chunagon.ninjal.ac.jp/ 
??????ワ?クショップ2017?????
8 2017?9?5?-6?
